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ときがわカンパニー合同会社は、2016年1月に設立されました。
設立目的は「ときがわ町に、人が集まり、仕事が生まれる」状態を創ることです。そのために、
「仕事を自ら創り出せる」ミニ起業家を支援し、彼らが活躍する事で、ときがわ町や近隣地域に、

どんどん新たな仕事が生み出され、人が集まってくるような状態を創れればと考えています。
皆さんのご支援よろしくお願いします。

ときがわカンパニー合同会社がやっていること

発⾏：ときがわカンパニー合同会社 ⽂責：関根雅泰（せきねまさひろ）
住所：355-0343 埼⽟県⽐企郡ときがわ町五明1083-1 電話・FAX：0493-65-5700 （すみません、外出が多い為、留守電
にメッセージをお残し頂ければ、こちらからお電話します。 ただ、メールの⽅が連絡が取りやすく、ありがたいです。）
URL： https://tokigawa-company.com/ メール：info@learn-well.com

ときがわカンパニー（同）代表の関根雅泰（せきねまさひろ）です。
月1～2回の頻度で、この「ときがわカンパニー通信」を発行し、活動の様子を、
皆さんと共有できたらと考えています。どうぞよろしくお願いします。

（右の写真は、ときがわ町役場本庁舎前にある「ときがわ町起業支援施設 ioffice」です。）

はじめに

比企起業大学・比企起業大学大学院 卒業生インタビューvol.２４
比企起業大学大学院３期 本家 豊大(もといえ とよひろ)さん

2017年にスタートした比企起業塾。その後、比企起業大学・大学院へと進化を遂げ、卒業生は65名となりました。このコーナー
では、卒業生の声とその後の活動内容をお届けします。今回は、比企起業大学大学院3期の本家豊大さんです。

比企起業大学２３秋メンバーの「卒業レポート」

●藤原さん（ときが
わ町で本の作成）
個人向け本の作成・

編集事業をスター
ト。

●藤原さん（キャンプ場経営が目標）
一番学びになったことは、「目標達成の

ためには、小さなこと（行動）の積み重ねが

必要不可欠」であることを実感できたことで
す。課題図書の購読やベイビーステップ
の積み重ねが、目標に確実に近づいてい

ることを実感させてくれました。ここでの学
びや、皆様と出会えたことが1番の宝です。●神山さん（ときがわでトカイナカハウス）

トカイナカハウスは「都会と田舎をかきま
ぜる取り組み」です。その渦をドライブさせ

るエンジンには「自然塾」「体験宿泊」「とき
がわ食堂」「メンバーシップ」が上手に稼働
することが必要と考えています。また「なん

だか楽しそう。何かが起きそう。誰かと出会
えそうという期待感」のナンバーワンを目指

したいとも考えています。

●浅沼さん（嵐山町
でお花教室や販売）
嵐山町在住。「たぬ

きのねどこat flowers」
という屋号で、お花の
販売や教室を開講。

●金井さん（ITビジネスを検討中）
入学前まではやりたいことが曖昧だった

のですが、同期や講師陣からリアルな↗

●はまちゃん（宮城でカウンセリング）
比企大を通じて人と人のつながりを持て

たとが貴重な財産となりました。「小さく初

めて続けることの大切さ」「お客様からの信
用と信頼が必要」なことなど、多くを学ばせ
てもらいました。ときがわ町の自然を生か

した内省プログラムを考えていますので、
今後もよろしくお願いします！

−比企起業大学に入学したきっかけは？
妻の菅沼さんが、比企起業大学に2期生として入学したんで

す。仲間たちと価値観を共有したり、あらゆる角度からディス

カッションをしたりしているのを近くで見ていて、「楽しそうだな、
すごいな」と感じました。自分で学ぶことも大切ですが、仲間と
意見を交わすことにより、多角的な視点から物事を見ることがで

きることを知りましたね。自分もその中に入って、学びを深めて
いこうと思いました。

●佐藤さん（元教員。木工品を製作）
1番の学びは、「具体的な一歩を踏み出

すことの重要性」です。ゼミで学んだことを

元に、顧客を見つけ、商品を生み出すこと
ができました。実際に動くことにより見えて
くることが多くありました。また、この半年間

は、自分自身や家族のことをじっくり考える
貴重な機会ともなりました。今後も繋がりを

大切にしていきたいです！

2023年10月より、毎月1回オンラインでゼミを行ってきた、比企起業大学23期秋生の方々。2月に最後のゼミを迎えました。そんな
23秋メンバーが、「卒業レポート」を提出してくれましたのでご紹介します。これからも共に学び、歩んでいきましょう！

比企起業大学大学院第７期「活動報告会」を開催しました。

当日は、多くの聴衆の皆さんにお集まり頂き、院生2人のこ
れまでの活動や、大学院での学び、今後の展開を発表しても
らいました。比企起業大学の卒業生や都内の大学生たち、地

域で活動している方々から質問やご意見、感想も頂き、温か
い報告会となりました。

藤原さん
印刷会社で仕事をしていましたが、仕事をやりすぎて休業

状態に…。比企起業大学と出会って、自分でも何かできるこ
とがあるのでは？と活動を開始しました。「そらとときの本」とい
う屋号で、気持ちに寄り添った1冊「思いを形にする本」を制

作する事業をスタート！飼っていたペットの本を作成するな
ど、活動の幅を広げている最中です。比企起業大学・大学院
は、人と人がつながっていく素晴らしい学校でした。ありがとう

ございました！

浅沼さん

若い時にお花を習いましたが、仕事や結婚、出産と大忙し
でお花から離れていた時期も。子どもが大きくなるにつれ、自
分ペースで再始動しました。講師資格を取得しましたが、集

客や経営についてま全くわからず…。夫に聞きながらやって
いましたが、その夫が急逝。そんな中、比企起業大学と出会

い「これだ！」と思い入学しました。パートと並行していた時期
もありましたが、現在は「お花」に絞り、教室や講師育成などを
行なっています。

2024年3月16日（土）10時～15時＠鳩山町ふれあいセンターで、比企起業大学大学院 第7期「活動報告会」を開催しました。比企
起業大学大学院7期生の浅沼さんと藤原さんの活動を皆さんに聞いて頂きました。

−比企起業大学に入って良かったことは？
多くの仲間と出会えたこともよかったですが、何よりも「お客様

をつくることがビジネス」という本質を学ばせてもらったことです。

「お客様をつくること」という本質を意識し、行動を重ねていく先
に、好きなことで生きていけるという未来があるということを教え
ていただきました。

●増田さん（経営学を教える大学教員）
講師の先生方、大学院の先輩方、同期

の方からのフィードバックが、一番勉強に

なりました。曖昧だった起業イメージが、
ゼミを通して見えてくるのを実感し、行動
する勇気を頂けたと思います。また、仲間

との出会いも大きな財産です。今後も、
ゼミでの学びを元に頑張ります！

鳩⼭町コミュニティ・
マルシェの
詳細はこちら！

中学ではバスケ部に入っていたのですが、高校ではギターを
始めたんです。軽音楽部に所属し、流行の曲ではなく、ガンズ・
アンド・ローゼズのような20年くらい前のロックをアレンジして演奏

していました。
大学は、明治大学商学部に進学。実は「楽器街の御茶ノ水

に、大学がある」という理由で選んだんです（笑）。もし、大学がど

こも受からなかったらアメリカに行ってロックを学ぼうと本気で思っ
ていました。なので大学では、勉学よりも音楽。昭和歌謡風のオ
リジナル曲を演奏するというバンドを組みました。徐々に、名前も

知れてきて、東京ドーム公式ソングの昭和風にアレンジするとい
う依頼も。現在、テレビで活躍されている方々とも、ご一緒するこ
とも増えました。

大学卒業後は、ブライダル系の社内SEに。3年経った頃「今後
は、自分のやりたいことで表現活動し、生活をしていきたい」と、

人生の方針を決めて退職をし、イシバシ楽器へ転職します。はじ
めは、デジタル楽器売り場担当になるのですが、デジタル楽器
について全く知らなくて…。知識がないから当然売れない。心が

折れそうになるくらいつらい時期でした。そんな中、自分の生き
方ややりたいことをノートに書き、自身と徹底的に向き合ったん
です。そのあたりから、何かが変わり始めました。徐々に楽器が

売れるようになり、希望していたギター部門への異動も達成。対
応したお客様のほとんどがギターを買ってくれるようにもなり、全
店で売上1位にもなりました。

ちょうどその頃、父が亡くなります。また、「ギターも好きだけど、
イベント開催や場をつくることが好き」という自分の中の想いが明
確になりつつありました。そこで、昭和レトロなイベントを、純喫茶

などを借りて始めたんです。「普段ライブを行わない所」を主に開
催していましたね。次第に、イベントの規模も大きくなっていきま
した。ただ、稼ぐことができない。また、道に迷うことになります。

−人生の転機は？
そんな中、昭和レトロイベントで知り合った、妻で東京藝術大学

卒の菅沼さんが、鳩山町コミュニティ・マルシェの立ち上げを行う

こととなり、共に鳩山町へ移住します。都内からの移住ということ
で、戸惑うこともありましたが、鳩山町の知り合いも徐々に増えて
いき、皆さんに支えられながら7年間やってこられました。現在は、

ディレクターとして、鳩山マルシェの他に鳩山町ふれあいセン
ターも含めた管理運営を行っています。コロナ禍で自粛していた
マルシェでの音楽イベントも復活し、嬉しい限りです。

−今後の展望、やりたいことはありますか？
鳩山もそうですが多くの町で少子高齢化が問題となっていま

す。僕は、「コミュニティづくりが、町を変えられる」と本気で考え

ています。人々のつながりがあれば、そこに支え合いが生まれ、
共助の気持ちと活動が自然と芽生えてくる。実際、町での御用
聞きやスマホ教室などを通しての若者と高齢者間とのつながり

や、イベントを通じての町内外住民とのつながりが生まれていま
す。今後も鳩山町の皆さんと一緒に、あらゆる世代の方が集う
活気のある場を作っていきたいと思っています。

H.P Instagram

−自己紹介をお願いします！
出身は、東京都小平市です。小学校の頃

は、絵を描くのが好きで「クラスの友達が登
場するドラゴンボールの漫画」を描いてまし

た。クラスメイトが、週刊少年ジャンプと僕の
漫画の発売を楽しみにしているというくらい
の人気作品です（笑）。父親がプロ囲碁棋

士だったので、幼少期から囲碁はしていま
したね。大学生の時に、2段を取得しまし
た。

フィードバックを頂けるので、どんどんアイ
ディアをブラッシュアップすることができまし
た。他にも「宝は足元にある」「商品の値決

め」等、様々なことを学ぶことができました。

https://tokigawa-company.com/
mailto:info@learn-well.com


最後まで読んでくださり、ありがとうございました。
次は第73号で活動を報告します。お楽しみに！ (編集：トキノキオク舎 風間ユカ)おわりに

◎ときがわ町起業⽀援施設 iofficeでの「有料起業相談」のお申込みについて
「ときがわカンパニー」のブログに、「代表 関根の大まかなスケジュール」が出ていますので、そちらを確認の上、

「フォーム」からお申し込みください。（1回 約1時間 3,300円。 比企起業大学・大学院 関係者は、1回1,100円）
24時間、365日 いつでもお問合せ可能です。

本屋ときがわ町とは？
「本屋のないときがわ町に本屋さんを！」

という想いで2019年4月にスタートしまし
た。個人が自身の蔵書を出店者として持ち

寄り、お客さんに直接販売をして頂きま
す。
更に、今年1月に「ミニ起業家が集う場」と

して、リニューアル！本以外にもキッチン
カーやワークショップなど、出店してくださ

る方を募集しています。出店者としても、
お客さんとしても是非お気軽に
お越しください。

トキノキオク舎通信vol.22（最終回）
「⼩京都おがわまち散歩」 を開催しました！

「本屋ときがわ町」からのお知らせ

第６１回「本屋ときがわ町」を開催します！

日時：2024年4月21日（日）10時～15時
場所：起業支援施設ioffice（ときがわ町役場本庁舎前）

毎月第３日曜日は、「本屋ときがわ町」！

・出店者も、募集中！（出店料1日1,100円 比企起業大学関係者1日550円）
・気軽に、本屋のみ見に来て下さることも可能です。
・イベント参加の場合は、別途、参加費が必要になります。

・ワークショップや飲食系出店も、お気軽にご相談ください。

本屋ときがわ町の
詳細はコチラ

こんにちは！⽐企起業⼤学⼤学院3期卒の⾵間ユカです。トキノキオク舎として、⽇本⺠俗学を通し、⽐企地域
に残る⼩さな伝統⾏事や⾵習を、楽しく、分かりやすく、伝える活動を展開中！
3⽉9⽇（⼟）に⼩川げんきプラザ様主催「⼩京都おがわまち散歩」を開催しました。

（トキノキオク舎 ⾵間ユカ）

 2024年3月17日（日）第60回「本屋ときがわ町」を開催しました。本屋ときがわ町も、なんと60回！ここまで開催できたのも皆様
のおかげです！ありがとうございます！

第６０回「本屋ときがわ町v.２」を開催しました。

トキノキオク舎
Instagram

（@tokinokiokusha)

本屋ときがわ町
Facebookグループ

●出店者紹介
（１）sally’s collection & kazu’s bookshelf
（２）雑本のFull本屋＆トキノキオク舎

（３）本屋ときがわ町 ioffice店
（４）小麦の奴隷 ときがわ町店（パンの販売）

さて、約2年間担当させていただいたときがわカンパニー通信の編集を今回で卒
業することになりました。⽐企起業⼤学の活動報告をすると共に、⽐企起業⼤学
卒業⽣のインタビューもさせて頂きました。インタビューは24⼈の⽅にお応えい
ただき、卒業⽣の知らなかった⽣い⽴ちや⼈⽣のストーリーを感じさせて頂きま
した。
今後も、”ヒト、モノ、地域のストーリーを感じてもらう“をビジョンとして、ト
キノキオク舎の活動をしていきたいと思います！2年間ありがとうございました！

本屋ときがわ町に、この「ときがわカンパ
ニー通信」ご持参の⽅は、本（関根の販売する
しるし⼠本の⽂庫or新書）を1冊プレゼント！

プレゼント企画！

⽐企起業⼤学総⻑の私が「⼤
切だな」「参考になる」と、線
やメモを記⼊した世界に1冊し
かない「しるし」の⼊った本で
す。ビジネスの参考にいかがで
しょうか？（本の種類によって
は、しるしの⼊っていないもの
もあります）

●比企起業大学2023秋補講＋比企起業大学2024春説明会
テーマ「やりたいことｖｓお金になること」 

地域でミニ起業する際に立ちはだかる課題の一つが「自分が

やりたいこと」と「お金になること」が違うという状態です。自分とし
ては「～をやりたい！そのために独立起業した！」としても、実際
にお客様から評価されて、お金をもらえる仕事が違うケース。お

金は必要だから、それらの仕事はやるけれど、本当にやりたいこ
とではない。そんな時、ミニ起業家はどうすればよいのでしょう
か？そんな内容について、比企起業大学総長である私が、地域

にミニ起業家たちにお話をさせていただきました。

比企起業大学２３秋「卒業式」を実施しました。
2024年3月10日（日）11時～15時比企起業大学23秋「卒業式」を実施しました。卒業生6名の中、4名の方にご参加いただきまし

た。また、卒業生の方々もお祝いに駆けつけてくださり、アットホームな卒業式となりました。

ときがわ町にあるノリコさん（比企大21春）の
古民家「山里灯」に集合。縁側からの、山々の
景色が、絶景！まるで「おばあちゃんち」に来

たような暖かい雰囲気につつまれます。
まずは、比企院2期の菅沼さんが作詞作曲し

た学歌「ランチェスター」を斉唱。その後、比企

院4期生さおりさんがデザインし、ときがわ町の
鷲職人谷野さんが漉いてくださった和紙の「卒

業証書」を、一枚一枚手渡していきます。式の
後は、くぬぎむら体験交流館の「ひもかわうど
ん」を皆で食しました。アツアツでとってもおい

しかったです！
卒業生の皆さん、半年間本当にお疲れ様で

した。本番はこれから。これからも、「小さく始め

て、大きくせず、長く続ける」を心に、一緒に学
び、進んでいきましょう！

＜本屋ときがわ町に来てくださった方々＞
・袴田さん（比企院2期）
・ずこちさん（比企起業大学おうち起業部 講師）

・トムさん夫婦（比企大23春）
・あいかさん（比企院7期）
・浅沼さん（比企院7期）

・金井さん（比企大23秋）
・たいきさんとお友達（坂戸市）
・岡野さん（ときがわ町地域コーディネーター）

・詠介さん（ときがわ町ホースケアガーデン）
・嵐山町長佐久間さんご夫婦

・小林さん（滑川町）
・お茶の水女性大こども園Suさん（嵐山町）

⽐企起業⼤学
ホームページ

https://hiki-kigyo-college.com

●筑波大学附属坂戸高校 農業研究発表会
筑波大学附属坂戸高校の農業研究の皆さんによる「農業研究

発表会」が行われました。同授業では、ときがわ町にある養老牧

場「ホースケアガーデン」さんの馬ふん堆肥の活用に関する研究
を行っていました。馬ふんを使用した和紙おみくじやうちわ、灯籠
にコースターなど学生たちからは、おもしろいアイディアが！参加

者からも熱い質問や意見が飛び交います。高校生の皆さん！あ
りがとうございました！

少し肌寒い⽇でしたが、14⼈もの⽅にご参加いただきました。当⽇
は、⼩川町駅周辺の「路地裏」をメインにご案内。普段なら⾒過ごし
てしまうような⼩さな歴史を、解説させていただきました。ご参加い
ただきありがとうございました！


